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フィルタの種類には、⾼域通過フィルタ、帯域通過フィルタ等多くのフィルタがある。放射線画像における雑⾳除去フィルタはこの中で、主に低域通過フィルタが
⽤いられている。本研究では、Butterworthフィルタの基礎特性の解析を中⼼に⾏った。このフィルタは、低域通過フィルタの⼀種で、直流近傍における平坦性が
最も良いとみなされるところから、maximally flat 特性と呼ばれている。振幅特性を式で表すと、A(f)=(A_0)/(√<1+x^<2n>>)、(x=f/(f_c))となる。本研究
ではコンピュータを⽤い次数nを、2〜6まで変化させてその特性を調べた。この時に、本研究費で購⼊したテープドライブとカートリッジテープを使⽤し計算結果
を保存、管理するのに威⼒を発揮した。磁気ディスク装置等が安価になったとはいえ、⼤量のデータを保存管理するには、このような装置は必要不可⽋であり、研
究に⼤いに役⽴った。なお、⻑時間数値計算させる場合には不意の停電でデータが壊れる可能性があるので本研究費で購⼊した無停電電源を使⽤し、研究に⼤いに
役⽴った。シミュレーションした結果、振幅特性に注⽬すると、x<1ではA(f)はA_0に近づき、x>1ではA(f)はfの増加とともの急激に⼩さくなる。このことより、
低域通過形フィルタとして優れた特性を証明すことがわかった。また、次数を⼤きくすると理想低域通過フィルタに近づくことがわかった。しかし、次数を⼤きく
することによって、群遅延特性が悪くなることがわかった(群遅延特性が悪いということは、⼊⼒された画像が歪むことを意味する)。またそれに伴い、ステップ上
の⼊⼒があるとき、オーバシュートが⼤きくなるので好ましくない。よって結論としては、理想的な低域通過フィルタに近づくからといって、nを⼤きくすること
は、必ずしも良いことだとはいえないことがわかった。今後は、他のフィルタ関数の解析と実際の画像への応⽤を更に進めていきたいと思っている。
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